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Onozuka, Kota分子設計で、伝導特性を制御 !!
小野塚 洸太
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図２ 電解結晶化装置

つながりたい分野 ( 産業界、自治体等 )

伝導体に限らず有機物を扱う企業や自治体、有機物に限らず電子材料を扱う企業
や自治体との連携を期待しています。

オリゴマー型有機伝導体の開発
　近年の急速な情報化社会の発展の中で、軽量で柔軟である有機伝導体が注目を集
めています。中でも広く普及している有機伝導は、導電性高分子です。高分子は製
造が簡便で、優れた電気伝導性を示しますが、さまざまな長さからなる分子鎖の混
合物であり、詳細な伝導機構の解明や機構に基づいた材料設計が困難でした。
　本研究では、高分子と低分子の間に位置する単分子量オリゴマーに着目し
研究を行なっています。単分子量オリゴマーは、高い分子設計自由度を有
し、単結晶構造から固体中における詳細な分子配列情報が取得可能であるこ
とから伝導機構の解明と機構に基づいた材料設計が可能です。これらオリ
ゴマーの利点を活かし、魅力的な新規有機伝導体の開発を目指しています。 
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興味のあること・技術 PR

禁水条件下での有機合成
電気抵抗率や磁性をはじめとした各種物性測定
単結晶構造に基づいた第一原理計算

特別設備

禁水下における有機合成設備
NMR( 共通機器 )
電解結晶化装置

GPC カラムを用いた分取 HPLC
オートカラム
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